
(２)空知森林管理署(夕張)

① 位置図

図 5.3.2 現地概況調査位置図(⼣張)

② 調査地概要

表 5.3.6 調査地概要(⼣張)

エゾシカ簡易影響調査はH25～R4累積チェックシートの評価点 施業履歴等は沿革簿および一部現地確認 その他は森林調査簿による

生産団地 林班 小班名
小班面積
(ha)

傾斜 
(°)

標高 
(ｍ)

林種
標準伐期齢 

(年)
ha材積
(㎥)

下層植生
林道距離 
(ｍ)

正式樹種 R6林齢
エゾシカ
簡易影響 
調査

施業履歴等

夕張 2132 に 12.00 10～15 500～600 単層林→高齢級人工林 50 223 クマイ 500～ トドマツ 60 32.3

夕張 2133 る 6.00 15～20 400～500 育成天然林(植込) 80 174 クマイ 0～ その他広葉樹 122 32.3 H2：トドマツ植込(0.38/5.80)、筋刈3×4

③ 現地概況調査結果

表 5.3.7 現地概況調査結果(⼣張)

※ 蓄積調査で採用した樹高は、高木層の代表木3本の平均値としたため、蓄積が過大に算定される傾向にある

区分 林小班 番号 林相 傾斜
樹種
構成

径級
区分 主要樹種

層構造 蓄積調査 下層植生 稚樹 エゾシカ食痕

種別 樹高 
(ｍ)

植被率 樹種
蓄積
(㎥
/ha)

ビッ
ター 

リッヒ
本数

樹種 樹高 
(ｍ)

胸高
直径
(cm)

種別 植生高
(ｍ)

ササ 
植被率

ササ枯 
開花

広葉樹 
100㎡ 
あたり 
本数

確認樹種 
樹高1.5ｍ以下 

または胸高直径1㎝以下 
下線は0.5ｍ以下のみ

木本 
食痕調査 
(食痕有/ 
全対象木)

草本

育成 
天然林 
(植込)

2133る 1 混交林 5～10° 複数種大径 ヤチダモ 高木

亜高木

低木

20-30

6-20

2-4

70%

20%

＋

トドマツ ヤチダモ ホオノキ
シナノキ

ナナカマド エゾイタヤ ハクウンボク

エゾイタヤ ナナカマド

488 10.5 ヤチダモ

トドマツ

シナノキ

27.5

25.8

24.1

55.0

38.8

41.5

クマイザサ 1.5 100%

-

0

- 0/0 あり

2 混交林 10-15° 複数種大径 シナノキ 高木

亜高木

低木

20-25

10-20

2-3

70%

10%

＋

エゾマツ シナノキ

シナノキ ナナカマド エゾイタヤ

トドマツ

409 9.5 シナノキ

シナノキ

エゾマツ

20.0

23.0

28.8

33.0

45.0

54.0

クマイザサ 1.8 100%

-

0

- 0/0 あり

高齢級
人工林 2132に 1 針葉樹林 0～5° 単種 大径 トドマツ 高木

亜高木

低木

20-26

-

-

90%

-

-

トドマツ

-

-

727 15.0 トドマツ

トドマツ

トドマツ

24.6

25.0

23.1

31.5

33.0

28.4

草本型 0.5 0%

-
0
- 0/0 あり

2 針葉樹林 0～5° 単種 大径 トドマツ 高木

亜高木

低木

20-25

-

-

90%

-

-

トドマツ オニグルミ

-

-

648 12.5 トドマツ

トドマツ

トドマツ

26.5

25.0

26.2

48.5

42.6

38.8

草本型 0.5 0%

-

0

- 0/0 あり

3 針葉樹林5～10° 単種 大径 トドマツ 高木

亜高木

低木

20-26

-

2-3

90%

-

＋

トドマツ ヤチダモ

-

トドマツ

648 13.0 トドマツ

トドマツ

トドマツ

26.0

24.8

24.0

37.5

32.2

35.5

草本型 0.5 0%

-

0

トドマツ 0/0 あり
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④ 現況写真

2133る 育成天然林(植込)UAV 2132に ⾼齢級⼈⼯林 UAV

2133る-1 育成天然林(植込)林内 2133る-2 育成天然林(植込)林内

2132に-1 ⾼齢級⼈⼯林 林内 2132に-2 ⾼齢級⼈⼯林 林内

2132に-3 ⾼齢級⼈⼯林 林内 2132に-3 ⾼齢級⼈⼯林 林内
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(３)空知森林管理署(万字 簡易調査)

① 位置図

図 5.3.3 現地概況調査位置図(万字)

② 調査地概要

表 5.3.8 調査地概要(万字)

エゾシカ簡易影響調査はH25～R4累積チェックシートの評価点 施業履歴等は沿革簿および一部現地確認 その他は森林調査簿による

生産団地 林班 小班名
小班面積
(ha)

傾斜 
(°)

標高 
(ｍ)

林種
標準伐期齢 

(年)
ha材積
(㎥)

下層植生
林道距離 
(ｍ)

正式樹種 R6林齢
エゾシカ
簡易影響 
調査

施業履歴等

万字 24 ぬ 15.06 10～15 400～500 育成天然林(植込) 80 142 クマイ 500～ トドマツ 97 10.1

③ 調査地現況
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④ 現況写真

24ぬ 育成天然林(植込)ササ⽣地 24ぬ 育成天然林(植込)林内

24ぬ 育成天然林(植込)林内 24ぬ 育成天然林(植込)林内

稚樹⽣育状況 キタコブシ 稚樹⽣育状況 ハリギリ

エゾシカ⾷痕(シナノキ) エゾシカ⾷痕(ヤマモミジ)
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(４)上川北部森林管理署(前珊瑠)

① 位置図

図 5.3.4 現地概況調査位置図(前珊瑠)

23は林小班 

育成天然林 

(人工林落ち)

23ぬ林小班 

高齢級人工林(トド)

29ね林小班 

育成天然林(トド植込)

② 調査地概要

表 5.3.9 調査地概要(前珊瑠)
生産団地 林班 小班名

小班面積
(ha)

傾斜 
(°)

標高 
(ｍ)

林種
標準伐期齢 

(年)
ha材積
(㎥)

下層植生
林道距離 
(ｍ)

正式樹種 R6林齢
エゾシカ
簡易影響 
調査

施業履歴等

前珊瑠 23 ぬ 51.43 10～15 300～400 単層林→高齢級人工林 50 84 クマイ 1000～ トドマツ 53 106.0

前珊瑠 26 は 7.38 15～20 300～400 育成天然林(人工林落ち) 80 12 クマイ 0～ その他広葉樹 93 106.0 S48：ストローブ、S56トドマツ改植、H5：育天へ

前珊瑠 26 お 72.62 15～20 400～500 育成天然林(かき起こし) 80 152 クマイ 500～ その他広葉樹 120 106.0 H6：大型機械地表処理(17.20/52.94)、筋刈3×4

前珊瑠 29 ね 36.83 10～15 300～400 育成天然林(植込) 80 153 クマイ 500～ 天然トドマツ 167 106.0 H11：トドマツ植込(1.41/36.63)、筋刈1.5×2.5

エゾシカ簡易影響調査はH25～R4累積チェックシートの評価点 施業履歴等は沿革簿および一部現地確認 その他は森林調査簿による

③ 現地概況調査結果

表 5.3.10 現地概況調査結果(前珊瑠)

※ 蓄積調査で採用した樹高は、高木層の代表木3本の平均値としたため、蓄積が過大に算定される傾向にある

区分 林小班番号 林相 傾斜 樹種
構成

径級
区分 主要樹種

層構造 蓄積調査 下層植生 稚樹 エゾシカ食痕

種別 樹高 
(ｍ) 植被率 樹種

蓄積
(㎥
/ha)

ビッ
ター

リッヒ
本数

樹種 樹高 
(ｍ)

胸高
直径
(cm)

種別 植生高
(ｍ)

ササ 
植被率

ササ枯 
開花

広葉樹 
100㎡ 

あたり 
本数

確認樹種 
樹高1.5ｍ以下 

または胸高直径1㎝以下 
下線は0.5ｍ以下のみ

木本 
食痕調査 
(食痕有/ 
全対象木)

草本

育成 
天然林 

(地表処理)

26お なし

育成 
天然林 
(植込)

29ね 1 広葉樹林0～5°複数種大径 ミズナラ 高木

亜高木

低木

18-24

6-18

2-6

80%

40%

10%

エゾマツ トドマツ エゾイタヤ
ハリギリ ミズナラ

シナノキ ナナカマド トドマツ

トドマツ エゾイタヤ アズキナシ

476 12.0エゾマツ

トドマツ

ミズナラ

23.6

20.4

22.1

54.9

45.0

53.0

クマイザサ 1.5 100%

開花

0

トドマツ 5/6 わずかに 
あり

育成 
天然林 

(人工林落ち)
26は 1 広葉樹林0～5°複数種中径 ダケカンバ高木

亜高木

低木

15-20

8-15

4-8

90%

30%

10%

ダケカンバ ウダイカンバ オヒョウ 
ナナカマド

ナナカマド ダケカンバ オヒョウ

ホオノキ ダケカンバ

253 8.5 ナナカマド

ダケカンバ

ダケカンバ

13.1

16.5

20.0

24.9

16.8

22.8

クマイザサ 1.1 0%
全枯れ
(100%) 
開花

0

ナナカマド ホオノキ 1/7 わからな 
い

2 広葉樹林10～15°単種 中径 ダケカンバ高木

亜高木

低木

15-20

5-15

2-5

90%

70%

30%

ダケカンバ ウダイカンバ

エゾイタヤ ナナカマド シナノキ

オオカメノキ ノリウツギ シウリザクラ 
ホオノキ

275 8.5 ダケカンバ

ダケカンバ

ダケカンバ

17.0

19.0

18.0

16.0

24.5

16.1

草本型 0.5 0%

-

16トドマツ オオカメノキ 
シウリザクラ シナノキ 
ハウチワカエデ ノリウツギ 
ホオノキ エゾイタヤ 
エゾアジサイ ミズナラ

5/16 わずかに 
あり

高齢級
人工林 23ぬ 1 広葉樹林10～15°単種 中径 ダケカンバ高木

亜高木

低木

18-22

10-18

2-4

80%

40%

10%

ダケカンバ トドマツ

ミズナラ トドマツ ハリギリ
エゾイタヤ ナナカマド
シナノキ オオカメノキ ホオノキ
トドマツ

385 12.0トドマツ

ダケカンバ

トドマツ

14.1

19.0

20.4

23.0

29.8

40.4

クマイザサ 1.5 60%

一部枯れ
(80％)

14トドマツ オオカメノキ
エゾイタヤ エゾユズリハ
シナノキ コシアブラ
ダケカンバ ナナカマド

4/21 わからな 
い

2 広葉樹林0～5°複数種中径 ダケカンバ高木

亜高木

低木

18-20

4-18

2-4

90%

40%

10%

ダケカンバ トドマツ ホオノキ 
ナナカマド
トドマツ ホオノキ ミズナラ 
エゾイタヤ

ホオノキ トドマツ タラノキ

398 12.0トドマツ

エゾマツ

ダケカンバ

18.3

19.0

18.0

26.3

38.7

32.9

クマイザサ 1.5 0%
全枯れ
(100%) 
開花

6トドマツ ホオノキ 
オオカメノキ タラノキ 
エゾアジサイ ナナカマド 
シナノキ

4/7 わずかに 
あり

3 広葉樹林5～10°複数種中径 トドマツ 高木

亜高木

低木

18-20

4-18

2-4

90%

40%

10%

トドマツ アカエゾマツ シラカンバ

トドマツ

オオカメノキ

375 11.5トドマツ

アカエゾマツ

ハリギリ

20.4

16.0

18.0

29.4

21.9

35.2

クマイザサ 1.8 0%
全枯れ
(100%) 
開花

8
トドマツ オオカメノキ
タラノキ
シラカンバ

7/11 わずかに 
あり
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26お林小班 

育成天然林 

(かき起こし)



④ 現況写真

26お 育成天然林(かき起こし)UAV 29ね 育成天然林(植込)UAV

26は 育成天然林(⼈⼯林落ち)UAV 23ぬ ⾼齢級⼈⼯林UAV

29ね-1 育成天然林(植込)林内 26は-1 育成天然林(⼈⼯林落ち)林内

26は-2 育成天然林(⼈⼯林落ち)林内 23ぬ-2 ⾼齢級⼈⼯林 林内
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(５)上川北部森林管理署(風連)

① 位置図

図 5.3.5 現地概況調査位置図(⾵連)

② 調査地概要

表 5.3.11 調査地概要(⾵連)

エゾシカ簡易影響調査はH25～R4累積チェックシートの評価点 施業履歴等は沿革簿および一部現地確認 その他は森林調査簿による

生産団地 林班 小班名
小班面積
(ha)

傾斜 
(°)

標高 
(ｍ)

林種
標準伐期齢 

(年)
ha材積
(㎥)

下層植生
林道距離 
(ｍ)

正式樹種 R6林齢
エゾシカ
簡易影響 
調査

施業履歴等

風連 1138 ほ 1.58 5～10 200～300 育成天然林(植込) 80 79 クマイ 0～ その他広葉樹 92 42.1 S59トドマツ植込(0.47/1.58)、筋刈1.5×2.5、図面あり

風連 1138 と 3.25 5～10 200～300 育成天然林(植込) 80 110 クマイ 0～ その他広葉樹 102 42.1 S59トドマツ植込(0.58/3.25)、筋刈1.5×2.5、図面あり

③ 現地概況調査結果

表 5.3.12 現地概況調査結果(⾵連)

※ 蓄積調査で採用した樹高は、高木層の代表木3本の平均値としたため、蓄積が過大に算定される傾向にある

区分 林小班 番号 林相 傾斜 樹種
構成

径級
区分

主要樹種

層構造 蓄積調査 下層植生 稚樹 エゾシカ食痕

種別 樹高 
(ｍ)

植被率 樹種
蓄積
(㎥
/ha)

ビッ
ター
リッヒ
本数

樹種 樹高 
(ｍ)

胸高
直径
(cm)

種別 植生高
(ｍ)

ササ 
植被率

ササ枯 
開花

広葉樹 
100㎡ 
あたり 
本数

確認樹種 
樹高1.5ｍ以下 

または胸高直径1㎝以下 
下線は0.5ｍ以下のみ

木本 
食痕調査 
(食痕有/ 
全対象木)

草本

育成天然林

(植込)

1138と 1 混交林 5～10° 複数種中径 ハリギリ 高木

亜高木

低木

20-24

4-20

2-4

70%

10%

10%

ミズナラ トドマツ ハリギリ 
シラカンバ

ホオノキ キタコブシ

ノリウツギ

382 9.5 ハリギリ

シラカンバ

トドマツ

22.7

23.0

21.4

44.3

29.3

34.7

クマイザサ 1.6 100%

-

4 トドマツ ナニワズ
ノリウツギ
シラカンバ オオカメノキ
エゾイタヤ ミズナラ
シナノキ

4/5
わずかに 

あり

2 混交林 0-5° 複数種大径 トドマツ 高木

亜高木

低木

22-24

10-22

2-4

90%

30%

10%

トドマツ ホオノキ ミズナラ

エゾイタヤ ホオノキ ミズナラ

シナノキ ホオノキ トドマツ

444 11.0 トドマツ

シナノキ

シナノキ

22.2

23.1

22.0

43.3

27.8

30.4

クマイザサ 1.3 80%

-

8
オオカメノキ ミズナラ 
ハリギリ エゾユズリハ 
ナナカマド キタコブシ 
オニグルミ ナニワズ 
エゾイタヤ ホオノキ 
シナノキ

2/8
わずかに 

あり

1138ほ 3 広葉樹林5～10° 複数種中径 シラカンバ 高木

亜高木

低木

15-22

4-15

2-4

70%

40%

10%

シラカンバ トドマツ ミズナラ ハリギ 
リ

ハウチワカエデ キタコブシ

トドマツ シナノキ ハウチワカエデ

402 9.5 シラカンバ

ミズナラ

トドマツ

23.5

23.0

24.0

35.8

30.1

26.4

クマイザサ 1.5 0%
全枯れ 
(90%) 
開花

8 トドマツ アズキナシ
キタコブシ シナノキ
オオカメノキ ハウチワカエデ
エゾイタヤ ナナカマド
ノリウツギ

6/9 わずかに 
あり
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④ 現況写真

1138と 育成天然林(植込)UAV 1138ほ 育成天然林(植込)UAV

1138と-1 育成天然林(植込)林内 1138と-2 育成天然林(植込)林内

1138ほ-3 育成天然林(植込)林内
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(６)網走中部森林管理署(瑞穂１)

① 位置図

図 5.3.6 現地概況調査位置図(瑞穂１)

② 調査地概要

表 5.3.13 調査地概要(瑞穂１)
生産団地 林班 小班名

小班面積
(ha)

傾斜 
(°)

標高 
(ｍ)

林種
標準伐期齢 

(年)
ha材積
(㎥)

下層植生
林道距離 
(ｍ)

正式樹種 R6林齢
エゾシカ
簡易影響 
調査

施業履歴等

瑞穂1 2066 の 1.41 5～10 100～200 単層林→高齢級人工林 50 421 クマイ 0～ トドマツ 59 1.0

エゾシカ簡易影響調査はH25～R4累積チェックシートの評価点 施業履歴等は沿革簿および一部現地確認 その他は森林調査簿による

③ 現地概況調査結果

表 5.3.14 現地概況調査結果(瑞穂１)

※ 蓄積調査で採用した樹高は、高木層の代表木3本の平均値としたため、蓄積が過大に算定される傾向にある

区分 林小班 番号 林相 傾斜
樹種
構成

径級
区分 主要樹種

層構造 蓄積調査 下層植生 稚樹 エゾシカ食痕

種別 樹高 
(ｍ) 植被率 樹種

蓄積
(㎥
/ha)

ビッ
ター 

リッヒ
本数

樹種 樹高 
(ｍ)

胸高
直径
(cm)

種別
植生高
(ｍ)

ササ 
植被率

ササ枯 
開花

広葉樹 
100㎡ 
あたり 
本数

確認樹種 
樹高1.5ｍ以下 

または胸高直径1㎝以下 
下線は0.5ｍ以下のみ

木本 
食痕調査 
(食痕有/ 
全対象木)

草本

高齢級
人工林

2066の 1 針葉樹林15～20° 単種 中径 トドマツ 高木

亜高木

低木

8-23

6-8

2-4

60%

10%

10%

トドマツ ハルニレ

ハリギリ ホオノキ ケヤマハンノキ
シナノキ
タラノキ ハクウンボク キタコブシ 
アサダ

660 15.0 トドマツ

トドマツ

トドマツ

22.5

22.1

21.4

35.3

34.2

29.1

クマイザサ 1.0 0%

全枯れ 
(20%)

7 トドマツ カツラ ミズナラ 
エゾヤマザクラ ホオノキ 
キタコブシ ハルニレ 
ヤチダモ ヤマグワ 
オオバボダイジュ エゾイタヤ

8/13 あり

2 針葉樹林5～10° 単種 中径 トドマツ 高木

亜高木

低木

12-22

6-12

3-4

80%

20%

＋

トドマツ シナノキ ミズナラ 
エゾイタヤ シラカンバ

オヒョウ アサダ イタヤ

エゾヤマザクラ シナノキ

528 12.5 トドマツ

トドマツ

シラカンバ

21.5

21.7

20.2

30.9

33.8

34.3

クマイザサ 0.6 0%

全枯れ 
(20%)

2 トドマツ エゾヤマザクラ キ
タコブシ
エゾイタヤ エゾイチゴ
ナナカマド オヒョウ
オオバボダイジュ

5/6 あり
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④ 現況写真

2066の ⾼齢級⼈⼯林 UAV 2066の ⾼齢級⼈⼯林 UAV

2066の-1 ⾼齢級⼈⼯林 林内 2066の-2 ⾼齢級⼈⼯林 林内
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(７)網走中部森林管理署(瑞穂２)

① 位置図

図 5.3.7 現地概況調査位置図(瑞穂２)

② 調査地概要

表 5.3.15 調査地概要(瑞穂２)

エゾシカ簡易影響調査はH25～R4累積チェックシートの評価点 施業履歴等は沿革簿および一部現地確認 その他は森林調査簿による

生産団地 林班 小班名
小班面積
(ha)

傾斜 
(°)

標高 
(ｍ)

林種
標準伐期齢 

(年)
ha材積
(㎥)

下層植生
林道距離 
(ｍ)

正式樹種 R6林齢
エゾシカ
簡易影響 
調査

施業履歴等

瑞穂2 2075 ほ 6.93 15～20 400～500 育成天然林(植込) 80 438 クマイ 0～ 天然トドマツ 105 1.0 H5トドマツ植込(1.44/6.93)

瑞穂2 2075 ぬ 8.44 15～20 400～500 育成天然林(植込) 80 439 クマイ 0～ 天然トドマツ 105 1.0 H5トドマツ植込(2.21/8.44)

瑞穂2 2075 る 13.72 15～20 400～500 育成天然林(植込) 80 440 クマイ 0～ 天然トドマツ 105 1.0 H5トドマツ植込(2.97/13.72)

③ 現地概況調査結果

表 5.3.16 現地概況調査結果(瑞穂２)

※ 蓄積調査で採用した樹高は、高木層の代表木3本の平均値としたため、蓄積が過大に算定される傾向にある

区分 林小班 番号 林相 傾斜 樹種
構成

径級
区分

主要樹種

層構造 蓄積調査 下層植生 稚樹 エゾシカ食痕

種別
樹高 
(ｍ) 植被率 樹種

蓄積
(㎥
/ha)

ビッ
ター 

リッヒ
本数

樹種
樹高 
(ｍ)

胸高
直径
(cm)

種別
植生高
(ｍ)

ササ 
植被率

ササ枯 
開花

広葉樹 
100㎡ 
あたり 
本数

確認樹種 
樹高1.5ｍ以下 

または胸高直径1㎝以下 
下線は0.5ｍ以下のみ

木本 
食痕調査 
(食痕有/ 
全対象木)

草本

育成 
天然林 
(植込)

2075ほ 1 広葉樹林 0～5° 複数種大径 ミズナラ 高木

亜高木

低木

8-24

5-8

2-3

80%

20%

＋

ミズナラ ダケカンバ シナノキ
トドマツ ハリギリ

ナナカマド ハクチワカエデ トドマツ

ハウチワカエデ ヤマグワ
ナナカマド

529 13.0 ミズナラ

ダケカンバ

ハリギリ

23.1

23.5

21.2

48.4

60.5

36.2

クマイザサ 1.2 0%
全枯れ
(60％) 
開花

7

シナノキ オガラバナ 
ハウチワカエデ ナナカマド

5/10 あり

2075ぬ 2 針葉樹林10～15°複数種大径 トドマツ 高木

亜高木

低木

12-25

5-12

2-3

70%

20%

10%

トドマツ エゾマツ シナノキ 
ダケカンバ

ハウチワカエデ トドマツ

ホオノキ ハウチワカエデ シナノキ

667 14.0 トドマツ

シナノキ

ダケカンバ

25.1

23.1

23.3

36.1

32.9

43.5

クマイザサ 1.2 0%
全枯れ
(50％) 
開花

3
トドマツ ホオノキ 
ハウチワカエデ 
エゾイタヤ オガラバナ

5/8 あり

2075る 3 広葉樹林5～10° 複数種中径 エゾイタヤ 高木

亜高木

低木

15-23

8-15

3-4

40%

30%

10%

エゾイタヤ シラカンバ ミズナラ 
シナノキ トドマツ エゾマツ

エゾイタヤ シナノキ コシアブラ

シラカンバ キハダ

423 10.5 シラカンバ

エゾイタヤ

トドマツ

21.5

22.6

23.0

28.2

34.5

34.7

クマイザサ 1.2 0%
全枯れ
(60％) 
開花

2

シラカンバ ホオノキ 
ハウチワカエデ シナノキ 0/3 あり
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④ 現況写真

2075ほ、ぬ、る 育成天然林(植込)UAV 2075ほ、ぬ、る 育成天然林(植込)UAV

2075ほ 育成天然林(植込)林内 2075ぬ 育成天然林(植込)林内

2075る 育成天然林(植込)林内 稚樹⽣育状況 シナノキ・オガラバナ

稚樹⽣育状況 トドマツ・オオカメノキ ササ⽣地(ササ枯れ)
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(８)網走南部森林管理署(相生)

① 位置図

図 5.3.8 現地概況調査位置図(相⽣)

② 調査地概要

表 5.3.17 調査地概要(相⽣)

エゾシカ簡易影響調査はH25～R4累積チェックシートの評価点 施業履歴等は沿革簿および一部現地確認 その他は森林調査簿による

生産団地 林班 小班名
小班面積
(ha)

傾斜 
(°)

標高 
(ｍ)

林種
標準伐期齢 

(年)
ha材積
(㎥)

下層植生
林道距離 
(ｍ)

正式樹種 R6林齢
エゾシカ
簡易影響 
調査

施業履歴等

相生 2210 は 75.02 5～10 600～700 育成天然林(植込) 80 223 クマイ 500～ 天然エゾマツ 105 58.5 H7アカエゾマツ植込(7.96/74.77)

相生 2210 に 9.60 5～10 500～600 単層林→高齢級人工林 50 270 クマイ 500～ トドマツ 67 58.5

③ 現地概況調査結果

表 5.3.18 現地概況調査結果(相⽣)

※ 蓄積調査で採用した樹高は、高木層の代表木3本の平均値としたため、蓄積が過大に算定される傾向にある

区分 林小班 番号 林相 傾斜
樹種
構成

径級
区分 主要樹種

層構造 蓄積調査 下層植生 稚樹 エゾシカ食痕

種別 樹高 
(ｍ) 植被率 樹種

蓄積
(㎥
/ha)

ビッ
ター 

リッヒ
本数

樹種 樹高 
(ｍ)

胸高
直径
(cm)

種別
植生高
(ｍ)

ササ 
植被率

ササ枯 
開花

広葉樹 
100㎡ 
あたり 
本数

確認樹種 
樹高1.5ｍ以下 

または胸高直径1㎝以下 
下線は0.5ｍ以下のみ

木本 
食痕調査 
(食痕有/ 
全対象木)

草本

育成 
天然林 
(植込)

2210は 1 混交林 0～5° 複数種大径 シナノキ 高木

亜高木

低木

12-24

4-12

2-4

80%

30%

＋

トドマツ エゾマツ シウリザクラ 
ダケカンバ シナノキ ナナカマド

トドマツ エゾイタヤ シナノキ

トドマツ

609 15.5 シナノキ

トドマツ

ダケカンバ

19.3

23.1

23.1

28.4

44.7

46.3

クマイザサ 0.4 30%

-

0

トドマツ エゾマツ
ダケカンバ シナノキ

0/0 わずかに 
あり

2 混交林 5～10° 複数種大径 エゾマツ 高木

亜高木

低木

12-20

4-12

2-4

50%

30%

10%

エゾマツ トドマツ ハリギリ
ダケカンバ ナナカマド
トドマツ ナナカマド シウリザクラ
ハシドイ

トドマツ オガラバナ

340 10.0 ハリギリ

エゾマツ

ダケカンバ

19.4

20.0

17.2

54.7

67.3

24.8

クマイザサ 0.6 80%

-

0

トドマツ エゾマツ 
ハリギリ シウリザクラ

0/0 あり

3 混交林 10～15°複数種中径 トドマツ 高木

亜高木

低木

12-20

5-12

3-5

60%

20%

10%

エゾマツ トドマツ シナノキ ハリギリ 
ダケカンバ ナナカマド ヤチダモ

トドマツ ハウチワカエデ

トドマツ

444 13.5 ナナカマド

トドマツ

ヤチダモ

17.0

18.8

19.0

18.4

26.3

26.7

草本型

(クマイザサ)

0.5 10%

-
0

トドマツ エゾマツ
ハウチワカエデ シナノキ 0/0 あり
シウリザクラ ハリギリ

高齢級
人工林 2210に 1 針葉樹林10～15° 単種 大径 トドマツ 高木

亜高木

低木

10-24

5-10

-

80%

＋

-

トドマツ ダケカンバ

エゾノバッコヤナギ ナナカマド

-

495 10.5 トドマツ

トドマツ

ダケカンバ

25.5

24.2

21.0

48.2

40.2

20.1

クマイザサ 0.4 40%

-

3

トドマツ エゾマツ 
ノリウツギ 3/3 あり

2 針葉樹林10～15° 単種 大径 トドマツ 高木

亜高木

低木

10-24

5-10

2-5

80%

10%

＋

トドマツ ダケカンバ

シナノキ ナナカマド シナノキ

トドマツ

623 14.5 トドマツ

トドマツ

ダケカンバ

18.5

22.6

23.3

23.0

45.0

31.4

草本型

(クマイザサ)

0.4 10%

-

0

エゾマツ トドマツ 0/0 あり
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④ 現況写真

2210は 育成天然林(植込)UAV 2210に ⾼齢級⼈⼯林(植込)UAV

2210は-1 育成天然林(植込)林内 2210は-2 育成天然林(植込)林内

2210は-3 育成天然林(植込)林内 2210に-1 ⾼齢級⼈⼯林(植込)林内

2210に-2 ⾼齢級⼈⼯林(植込)林内
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(９)十勝東部森林管理署(鳥取第二)

① 位置図

図 5.3.9 現地概況調査位置図(⿃取第⼆)

138は林小班 

育成天然林(アカエゾ植込)

138ち林小班

育成天然林(アカエゾ植込)

138と林小班

育成天然林(アカエゾ植込)

② 調査地概要

表 5.3.19 調査地概況(⿃取第⼆)
生産団地 林班 小班名

小班面積
(ha)

傾斜 
(°)

標高 
(ｍ)

林種
標準伐期齢 

(年)
ha材積
(㎥)

下層植生
林道距離 
(ｍ)

正式樹種 R6林齢
エゾシカ
簡易影響 
調査

施業履歴等

鳥取第二 138 は 17.96 10～15 400～500 育成天然林(植込) 80 381 ミヤコ 0～ シラカバ 82 87.1 H8アカエゾマツ植込(3.62/17.86)、筋刈3×3

鳥取第二 138 と 29.46 10～15 400～500 育成天然林(植込) 80 305 ミヤコ 0～ ダケカンバ 82 87.1 H8アカエゾマツ植込(6.12/29.26)、筋刈3×3

鳥取第二 138 ち 38.23 10～15 400～500 育成天然林(植込) 80 304 ミヤコ 0～ シラカバ 82 87.1 H8アカエゾマツ植込(9.16/37.53)、筋刈3×3

鳥取第二 139 と 9.76 10～15 400～500 単層林→高齢級人工林 50 100 ミヤコ 0～ トドマツ 55 87.1

エゾシカ簡易影響調査はH25～R4累積チェックシートの評価点 施業履歴等は沿革簿および一部現地確認 その他は森林調査簿による

③ 現地概況調査結果

表 5.3.20 現地概況調査結果(⿃取第⼆)

※ 蓄積調査で採用した樹高は、高木層の代表木3本の平均値としたため、蓄積が過大に算定される傾向にある

層構造 蓄積調査 下層植生 稚樹 エゾシカ食痕

区分 林小班 番号 林相 傾斜 樹種
構成

径級
区分 主要樹種

種別 樹高 
(ｍ)

植被率 樹種
蓄積
(㎥
/ha)

ビッ
ター 

リッヒ
本数

樹種 樹高 
(ｍ)

胸高
直径
(cm)

種別
植生高
(ｍ)

ササ 
植被率

ササ枯 
開花

広葉樹 
100㎡ 
あたり 
本数

確認樹種 
樹高1.5ｍ以下 

または胸高直径1㎝以下 
下線は0.5ｍ以下のみ

木本 
食痕調査 
(食痕有/ 
全対象木)

草本

育成 
天然林 
(植込)

139と 1 広葉樹林10～15°複数種大径 ハルニレ 高木

亜高木

低木

12-23

8-12

2-4

30%

10%

＋

ハルニレ シラカンバ ミズナラ

エゾイタヤ

アカエゾマツ キタコブシ

313 7.5 ハルニレ

ハルニレ

シラカンバ

23.0

23.5

23.0

26.7

36.9

52.1

ミヤコザサ 0.6 100%

-

0 トドマツ エゾイタヤ 
コシアブラ ハリギリ 
キタコブシ コマユミ 
エゾヤマザクラ

0/0 あり

139は 2 広葉樹林10～15°複数種大径 ダケカンバ 高木

亜高木

低木

10-22

5-10

2-4

60%

10%

＋

ダケカンバ ハルニレ エゾイタヤ 
ミズナラ

ハルニレ エゾイタヤ

キタコブシ

416 11.5 ミズナラ

ハリギリ

ダケカンバ

20.7

17.5

22.1

40.2

35.1

41.6

ミヤコザサ 0.6 90%

-

0

トドマツ キタコブシ 0/4 あり

3 広葉樹林10～15°複数種中径 ダケカンバ 高木

亜高木

低木

10-18

5-10

-

70%

10%

-

ダケカンバ ハリギリ エゾイタヤ 
エゾマツ

ハシドイ エゾイタヤ

-

215 7.0 ダケカンバ

ハルニレ

ダケカンバ

17.9

16.6

16.8

33.0

31.0

24.2

ミヤコザサ 0.6 90%

-

4 トドマツ ヤマグワ マユミ
タラノキ
コシアブラ ヤチダモ
キタコブシ エゾイタヤ
エゾヤマザクラ

3/8 あり

高齢級
人工林 139と 1 針葉樹林5～10° 複数種大径 トドマツ 高木

亜高木

低木

12—26

10-12

3-5

70%

＋

＋

トドマツ ダケカンバ ヤチダモ
ミズナラ エゾマツ

コシアブラ イチイ

トドマツ

525 11.5 トドマツ

ミズナラ

トドマツ

23.3

22.3

22.9

38.5

36.0

37.0

ミヤコザサ 0.3 40%

-
0

トドマツ 0/0 あり

2 針葉樹林5～10° 複数種大径 トドマツ 高木

亜高木

低木

20-28

10-12

2-5

60%

10%

10%

トドマツ ヤチダモ

コシアブラ

トドマツ

479 9.5 トドマツ

トドマツ

ヤチダモ

21.2

28.2

26.2

31.7

45.0

47.0

草本型 0.8 0%

-

1
ハシドイ
ヤチダモ エゾイタヤ
ミズナラ

0/1 あり

3 針葉樹林10～15°複数種中径 トドマツ 高木

亜高木

低木

18-22

6-8

2-3

70%

10%

＋

トドマツ ダケカンバ

ハウチワカエデ

トドマツ

419 10.0 トドマツ

トドマツ

トドマツ

20.4

20.7

21.7

29.0

33.4

29.8

草本型

(ミヤコザサ)

0.2 10%

-

0
イヌエンジュ エゾイタヤ
ハルニレ ダケカンバ
ハリギリ

0/0 あり
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139と林小班 

高齢級人工林(トド)



④ 現況写真

138は、と、ち 育成天然林(植込)UAV 138と ⾼齢級⼈⼯林 UAV

138と-1 育成天然林(植込)林内 138は-2 育成天然林(植込)林内

138は-3 育成天然林(植込)林内 139と-1 ⾼齢級⼈⼯林 林内

139と-2 ⾼齢級⼈⼯林 林内 139と-3 ⾼齢級⼈⼯林 林内
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(１０)十勝東部森林管理署(勲祢別)

① 位置図

②

表 5.3.21 調査地概況(勲祢別)

1137ろ林小班 

高齢級人工林(アカエゾ)

1138る林小班

育成天然林(アカエゾ植込)

図 5 . 3 . 1 0  現地概況調査位置図(勲祢別) 
調査地概要

エゾシカ簡易影響調査はH25～R4累積チェックシートの評価点 施業履歴等は沿革簿および一部現地確認 その他は森林調査簿による

生産団地 林班 小班名
小班面積
(ha)

傾斜 
(°)

標高 
(ｍ)

林種
標準伐期齢 

(年)
ha材積
(㎥)

下層植生
林道距離 
(ｍ)

正式樹種 R6林齢
エゾシカ
簡易影響 
調査

施業履歴等

勲禰別 1137 ろ 6.02 10～15 300～400 単層林→高齢級人工林 60 194 クマイ 0～ アカエゾマツ 64 96.4

勲禰別 1138 る 26.44 10～15 400～500 育成天然林(植込) 80 258 クマイ 500～ 天然トドマツ 82 96.4 沿革簿に履歴なし(現地調査でアカエゾマツ植込確認)

勲禰別 1138 か 9.50 ～5 400～500 育成天然林(不明) 80 329 クマイ 500～ シナノキ 81 96.4 当該小班の沿革簿なし(現地調査で植込等未確認)

③ 現地概況調査結果

表 5.3.22 現地概況調査結果(勲祢別)

※ 蓄積調査で採用した樹高は、高木層の代表木3本の平均値としたため、蓄積が過大に算定される傾向にある

区分 林小班 番号 林相 傾斜 樹種
構成

径級
区分 主要樹種

層構造 蓄積調査 下層植生 稚樹 エゾシカ食痕

種別
樹高 
(ｍ) 植被率 樹種

蓄積
(㎥
/ha)

ビッ
ター 

リッヒ
本数

樹種
樹高 
(ｍ)

胸高
直径
(cm)

種別
植生高
(ｍ)

ササ 
植被率

ササ枯 
開花

広葉樹 
100㎡ 

あたり 
本数

確認樹種 
樹高1.5ｍ以下 

または胸高直径1㎝以下 
下線は0.5ｍ以下のみ

木本 
食痕調査 
(食痕有/ 
全対象木)

草本

育成 
天然林 
(植込)

1138る 1 混交林 0～5° 複数種大径 エゾマツ 高木

亜高木

低木

12-24

5-12

2-3

60%

10%

＋

エゾマツ トドマツ ハルニレ

ハシドイ ナナカマド ヤマグワ

エゾニワトコ ノリウツギ

405 11.0 エゾマツ

ハルニレ

トドマツ

16.5

21.4

23.4

30.4

47.0

56.6

クマイザサ 1.3 30%
一部枯れ
(60％) 
開花

3
タラノキ エゾヤマザクラ
ハルニレ ハリギリ
エゾイタヤ

0/7 あり

2 混交林 15～20°複数種大径 ハルニレ 高木

亜高木

低木

12-26

8-12

-

70%

10%

-

トドマツ エゾマツ シナノキ 
ハルニレ ヤチダモ

エゾヤマザクラ

-

458 10.0 ヤチダモ

ハルニレ

エゾマツ

24.6

25.4

26.4

32.6

36.5

52.8

クマイザサ 0.8 80%

-

0

エゾヤマザクラ オヒョウ 
ハルニレ エゾイタヤ 0/0 あり

3 混交林 5～10°複数種中径 トドマツ 高木

亜高木

低木

10-24

6-10

-

80%

10%

-

トドマツ オヒョウ エゾイタヤ

トドマツ エゾイタヤ シナノキ

-

635 14.0 ハルニレ

ヤチダモ

トドマツ

22.8

23.9

21.3

41.9

30.6

34.5

クマイザサ 0.8 90%

-

1 キタコブシ
トドマツ ハルニレ
ヤチダモ エゾヤマザクラ
ヤマモミジ ハリギリ

0/1 あり

育成 
天然林 

(経緯不明)

1138か 1 広葉樹林 0～5° 複数種中径 ミズナラ 高木

亜高木

低木

15-23

5-15

2-3

80%

10%

＋

シラカンバ ミズナラ ハルニレ 
ヤチダモ

ハルニレ エゾイタヤ

エゾニワトコ

253 6.5 ミズナラ

エゾイタヤ

ヤチダモ

21.7

13.4

23.2

38.4

27.6

32.3

クマイザサ 0.8 90%

-
0

ヤチダモ エゾイタヤ
ハルニレ ミズナラ

2/2 あり

2 広葉樹林 0～5° 複数種中径 ミズナラ 高木

亜高木

低木

10-22

5-10

-

70%

10%

-

シラカンバ ミズナラ ハルニレ

ミズナラ エゾイタヤ エゾマツ

-

461 10.5 シラカンバ

ミズナラ

ミズナラ

21.2

22.2

22.4

23.1

33.9

41.8

クマイザサ 0.8 70%

-
0

ミズナラ エゾイタヤ 
ハルニレ 0/0 あり

3 広葉樹林 0～5° 複数種中径 ミズナラ 高木

亜高木

低木

12-20

4-12

2-4

70%

20%

＋

ヤチダモ ハルニレ ミズナラ

エゾイタヤ ハシドイ

エゾイタヤ ハシドイ

355 9.0 ヤチダモ

ハルニレ

ミズナラ

18.5

20.1

20.5

18.1

28.2

37.3

クマイザサ 0.5 70%

- ヤチダモ 0/4 あり

高齢級
人工林 1137ろ 1 針葉樹林5～10° 単種 中径 アカエゾマツ高木

亜高木

低木

10-28

8-10

3-5

70%

10%

＋

アカエゾマツ ヤチダモ

キタコブシ ハリギリ

キタコブシ

604 11.5 アカエゾマツ

アカエゾマツ

アカエゾマツ

27.2

25.1

26.5

38.5

28.5

26.3

クマイザサ 0.5 30%

-

9
キタコブシ オガラバナ エゾ 
イタヤ ヤチダモ オニグルミ 
ハリギリ ナナカマド 
トドマツ エゾヤマザクラ 
ヤマモミジ ハルニレ 
シナノキ

4/11 あり

2 針葉樹林5～10° 単種 中径 アカエゾマツ高木

亜高木

低木

8-25

5-8

2-4

80%

＋

＋

アカエゾマツ

アカエゾマツ キタコブシ

エゾニワトコ

600 12.5 アカエゾマツ

アカエゾマツ

アカエゾマツ

23.1

25.1

23.8

28.0

30.5

29.5

草本型 0.8 0%

-

1 エゾニワトコ オニグルミ 
エゾイタヤ ヤマモミジ 
ヤマグワ キタコブシ 
マユミ エゾヤマザクラ
オガラバナ

9/15 あり

3 混交林 10～15°複数種中径 アカエゾマツ高木

亜高木

低木

15-28

8-15

3-4

70%

＋

＋

アカエゾマツ ダケカンバ
エゾイタヤ

ダケカンバ キタコブシ

キタコブシ エゾニワトコ

663 13.0 アカエゾマツ

アカエゾマツ

アカエゾマツ

25.4

28.1

23.0

34.8

43.6

31.6

クマイザサ 0.6 90%

-

10 トドマツ キタコブシ 
エゾイタヤ ヤマグワ 
エゾヤマザクラ オガラバナ 
タラノキ ミズナラ

0/14 あり
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1138か林小班 

育成天然林(経緯不明)



④ 現況写真

1138る 育成天然林(植込)UAV 1138か 育成天然林(経緯不明)UAV

1137ろ ⾼齢級⼈⼯林 UAV 1136る-1 育成天然林(植込)林内

1136る-3 育成天然林(植込)林内 1138か-2 育成天然林(経緯不明)林内

1137ろ-1 ⾼齢級⼈⼯林 林内 1137ろ-3 ⾼齢級⼈⼯林 林内
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(１１)十勝東部森林管理署(斗満)

① 位置図

図 5.3.11 現地概況調査位置図(⽃満)

1154い4林小班

育成天然林(アカエゾ植込)

1154い3林小班

育成天然林(アカエゾ植込)

② 調査地概要

表 5.3.23 調査地概要(⽃満)

エゾシカ簡易影響調査はH25～R4累積チェックシートの評価点 施業履歴等は沿革簿および一部現地確認 その他は森林調査簿による

生産団地 林班 小班名
小班面積
(ha)

傾斜 
(°)

標高 
(ｍ)

林種
標準伐期齢 

(年)
ha材積
(㎥)

下層植生
林道距離 
(ｍ)

正式樹種 R6林齢
エゾシカ
簡易影響 
調査

施業履歴等

斗満 1154 い０３ 14.99 5～10 500～600 育成天然林(植込) 80 391 クマイ 0～ エゾマツ 82 74.4 沿革簿に履歴なし(現地調査でアカエゾマツ植込確認)

斗満 1154 い０４ 9.66 5～10 400～500 育成天然林(植込) 80 339 クマイ 0～ エゾマツ 82 74.4 S49アカエゾマツ植込(2.91/10.39)

斗満 1154 ほ０１ 18.19 5～10 400～500 育成天然林(人工林オチ) 80 228 ミヤコ 0～ ダケカンバ 82 74.4 S42：ヨーロッパアカマツ

③ 現地概況調査結果

表 5.3.24 現地概況調査結果(⽃満)

区分 林小班 番号 林相 傾斜 樹種
構成

径級
区分

主要樹種

層構造

種別 樹高 
(ｍ) 植被率 樹種

育成 
天然林 
(植込)

1154い03 1 針葉樹林 0～5° 複数種大径 トドマツ 高木

亜高木

低木

15-32

8-15

2-3

50%

10%

＋

トドマツ エゾマツ シナノキ

アズキナシ ヤチダモ

トドマツ

1154い04 2 混交林 0～5° 複数種大径 エゾマツ 高木

亜高木

低木

15-28

6-15

-

60%

10%

-

エゾマツ トドマツ シナノキ
ハリギリ

トドマツ シナノキ

3 針葉樹林5～10° 複数種大径 エゾマツ 高木

亜高木

低木

8-30

5-8

2-3

50%

10%

10%

エゾマツ トドマツ

トドマツ エゾイタヤ ヤチダモ

トドマツ

育成 
天然林 

(人工林落ち)

1154ほ01 1 広葉樹林 0～5° 単種 中径 ダケカンバ 高木

亜高木

低木

12-18

-

3-4

40%

-

＋

ダケカンバ ハルニレ エゾイタヤ

-

クロミサンザシ

蓄積調査 下層植生 稚樹 エゾシカ食痕

蓄積
(㎥
/ha)

ビッ
ター

リッヒ
本数

樹種 樹高 
(ｍ)

胸高
直径
(cm)

種別 植生高
(ｍ)

ササ 
植被率

ササ枯 
開花

広葉樹 
100㎡ 
あたり 
本数

確認樹種 
樹高1.5ｍ以下 

または胸高直径1㎝以下 
下線は0.5ｍ以下のみ

木本 
食痕調査 
(食痕有/ 
全対象木)

草本

666 12.0 トドマツ

エゾマツ

シナノキ

24.8

31.3

27.1

47.5

74.2

40.9

クマイザサ 0.6 30%

-

9 トドマツ エゾマツ
ナナカマド シナノキ
エゾヤマザクラ エゾイタヤ
オガラバナ
キタコブシ ハリギリ

7/9 あり

618 12.5 シナノキ

ハリギリ

トドマツ

22.4

28.2

23.5

33.2

64.2

48.1

クマイザサ 1.2 30%

一部枯れ
(20％)

1 タラノキ
トドマツ エゾイタヤ
オガラバナ シナノキ
ヤチダモ

0/1 あり

797 14.0 エゾマツ

エゾマツ

トドマツ

29.3

28.5

27.6

56.9

58.5

53.0

クマイザサ 1.0 50%
一部枯れ
(20％) 
開花

1
トドマツ エゾマツ タラノキ
ハリギリ オガラバナ
ミズナラ ヤチダモ

1/1 あり

297 8.5 ダケカンバ

ダケカンバ

ハルニレ

17.7

17.5

17.2

26.5

25.1

31.9

クマイザサ 0.8 100%

-

0

ダケカンバ 0/0 あり

※ 蓄積調査で採用した樹高は、高木層の代表木3本の平均値としたため、蓄積が過大に算定される傾向にある
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1154ほ1林小班

育成天然林(人工林落ち)



④ 現況写真

1154い３,い４ 育成天然林(植込)UAV 1154ほ１ 育成天然林(⼈⼯林落ち)UAV

1154い3-1 育成天然林(植込)林内 1154い4-2 育成天然林(植込)林内

1154い4-3 育成天然林(植込)林内 1154ほ１ 育成天然林(⼈⼯林落ち)林内

稚樹⽣育状況 トドマツ エゾシカ⾷痕
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